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、　いうと，面め細い凹凸が全くないため金麗を切削しね面

　　よりきれいな窩虞が撮れヂまたAl反射鏡を用いるため

　　反射牽（特に窟眞乾板に感ずる近紫外部の反射率）が大

　　なので露出時聞が少くてすむ等という特徴があり，また

　　一度母型の好いのができれば同一の反射鏡を容易に多量

　t生産できることはこの方法の最大の特徴であろう．ただ
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し容易にといつたが硝子板をこのような高温下で威理，

成型するということは決してなまやさしいことでなくt

．この法が成功しteのもS一光學の長年にわたる高熱慮理

の技術に負う廊多大であると思う．

　第14，15圓はこの反射鏡による影儀の鮮鋭度をみる

ナこめに試篤したものである．（1952．5．7）・
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　　　　　　　　　金属蒸着面上の氣膿　　　・國回購の表醜位
　　　　　小川岩雄・道家忠義・中田一郎　　　　’

　先に速蘇で報告した装置を用い，それ｝ヒ氣髄注入装置

蓼取付け，金隔蒸着面の氣髄吸着による表両電位の愛化

を測定し一磨再現性ある値が得られたので，それらにつ

いて簡輩に報告する．、

幽蒸着した金圏はNi；’Ag，　Znの三種で，注入した氣髄

はH2および0ゴである．これ等の氣燈はいずれも電氣

分解で嚢生しP205で脱水したもので，　H2につ》・ては

工業用質量分析計Kよ？て少くとも97～98％以上の純

度を持つことオミわがつている．さらに實験中の眞空度は

1×10’4～5×10－5再血Hg程度であy・ま．た振動容量部

の相手側の電極は金鍍金した貫鍮板である．

　金麗を蒸着したi新鮮iな面に・これ・等の・氣髄（0．2～0．15

mmHg）を注入してやると，　Ni，　Agの表面電位は負の

方に愛化し，100秒程度でその攣化は次第に飽和するよ

うな傾向を持つ．そして氣膿を排氣してもその値はあま

り攣化せず，さちにその上に同一の金属を蒸着すると元

の蒸着面の値に戻るので，これ等の攣化は相手側の電極

の攣化ではなく蒸着面のみの攣化であP，排氣してもぼ
とん’ ﾇ表面電位に攣化のない鮎から見でこの氣髄の吸着

は化學吸着だと思われるド

　第1圖はNi－H2系の測定値である．　Ni－02，　Ni－H2の
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（榊響は蒸着を示す）
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　　　　　　　　　　　時　間　（分）

　　　　　　　　　　第　1　圖

　揚合は排氣後はいくらか元へ戻る傾向があるが，何回も

　氣髄を入れて行くと，初めの最高値に接近して行く傾向

　がある．しかしAg－02，　Ag－H2の場合は第2圖に示され

　ているように排氣後はほとんど攣化はない．Znの揚合
／は値は再現性は誠ぬし・X・，そ礪向に購難が疹
く　　　　　　　　　　　　　　A『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

儀

　　　　　　　　　，時間　ご分）
　　　　　　　　　　飾　3圖

y・第3圖のようなやや複難塗攣化をするt

・比較的再現性のあるNi，　Agについてその李均を取

ると

　Ni－02　－550±50mV，　Ag　TO2　－600mV

　Ni　rH2　－一　400　±　50mV，　Ag－－H2．－490士20mV

となる．

　ζれらの値は同様の方法によつて測定された他の實験

値とも大髄漏致してtS　P，ζのようなdynamic　vacuum

systemでもかなり信用できる値が得られるζとがわか

つた．今後どの装置を用いて種々の金薦に封する無機有

機氣髄の吸着による表面電位g愛化を測定して行く豫定

であり2これらの測定は水素添加等の鰯媒作用の機構の

砺究に有力な手段となると考えられる．（1952・4・26）
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